
定例公安委員会の開催状況について

令和８年１月15日に定例山形県公安委員会が開催されました。議事の概要は次のとお

りでした。

１ 定例会報告事項

(1) ２月の行事予定について

２月の行事予定について報告があった。

(2) 令和７年中の110番通報受理状況等について

令和７年中の110番通報受理状況等について報告があった。

委員から、110番受理の担当部署は、事案処理の成否を左右する重要な任務をつ

かさどっており、不急通報であっても、対応に神経を使うことが多いと推察する

ことから、職員の心身のサポートにも配意していただきたい旨の発言があったほ

か、110番映像システムの利用拡大に向けて、一層の周知を図っていただきたい旨

の発言があった。

委員から、「110番の日｣の広報活動は、県民に対し、110番の正しい利用方法を

啓発する大変良い機会であることから、110番の重要性が伝わるよう、しっかり取

り組んでいただきたい旨の発言があった。

(3) 令和７年刑法犯の認知・検挙状況（暫定値）について

令和７年刑法犯の認知・検挙状況（暫定値）について報告があった。

委員から、県警察が高い検挙率を維持していることは、職員の努力の賜であり、

高く評価したい旨の発言があったほか、発生した刑法犯の早期検挙に努めていた

だきたい旨の発言があった。

委員から、近年は、多種多様な犯罪が発生していることから、引き続き対処能

力の維持、向上に努め、県民の安全安心を確保していただきたい旨の発言があっ

た。

(4) 令和７年中の交通事故発生状況等について

令和７年中の交通事故発生状況等について報告があった。

委員から、昨年、県内で発生した交通事故の死者数が、統計開始以降、最少と

なったことは、交通事故の実態等を踏まえた分析を重ね、対策に生かした成果と

考える。今後も、道路管理者をはじめとする関係機関･団体と連携し、交通事故抑

止に向けた各種対策に取り組んでいただきたい旨の発言があった。

委員から、昨年の統計は、交通事故の死者数に加え、重傷者数も前年比で減少

しており、一定の評価が出来る旨の発言があったほか、車への依存度が高い本県

においては、横断歩道での取締り等、歩行者保護の取組を強化し、更なる交通事

故抑止を図っていただきたい旨の発言があった。

(5) 「災害警備活動の高度化」の推進状況について

「災害警備活動の高度化」の推進状況について報告があった。

委員から、県警察では、殉職事案を教訓に、災害警備活動の高度化に向け、訓

練等にも真摯に取り組んできた。今後もその姿勢を堅持し、装備資器材の充実を

はじめ、職員の安全確保に向けた取組を推進していただきたい旨の発言があった。

委員から、昨年、県警察の災害警備訓練を視察し、士気高い隊員諸氏の動きを



見て、大変心強く感じたところである。今後も、災害警備時の迅速、的確な活動

に資するよう、装備資機材の習熟等、練度の向上に努めていただきたい旨の発言

があった。



２ 個別審議等会議

○ 青森県公安委員会からの援助の要求について

警察本部から、青森県公安委員会からの援助の要求について説明を受け、決定

した。

○ 警察署協議会委員の報酬の取扱いについて

警察本部から、警察署協議会委員の報酬の取扱いについて説明を受け、決定し

た。

○ 運転免許行政処分審査

警察本部から、運転免許の取消処分に係る意見の聴取、聴聞の結果について説

明を受け、決定した。

○ 事案対応に係る説明

警察本部から、事案対応について説明があった。

○ 訓令監査の結果について

警察本部から、訓令監査の結果について説明があった。


